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分散GAに特化したMGGの提案
福永隆宏

1 研究の進捗状況

今月の研究内容を以下に示す．

• 世代交代に移住個体を用いるMGGの構築

• MPSシンポジウムの準備

• iSIGHTに関する各種調査

2 達成状況および研究報告

今月は主に実数値 GAの計算モデルの構築を行った．

2.1 世代交代に移住個体を用いるMGGの構築

MGG?) は佐藤らによって考案された世代交代モデ

ルの 1つであり，世代間での個体分布の差異を最小化す
るという特徴がある．そこで，本研究で構築するモデル

の指針は，分散 GAに MGGを組み込む場合，各島の
MGGによって更新された良好な個体が，他の島に移住
し，かつ移住した島で世代交代の対象となることが望ま

しいと考える．

2.2 本モデルのプロセス

本モデルは移住のときに，以下に示す 4つのステップ
を行う．本項では各ステップでの詳細なプロセスを説明

し，Fig. ??にモデルの概略図を示す．

• Step�：複製選択
各島のMating Poolにエリート個体（Elite），およ
びエリート個体を除いた中からランダムに選んだ 1
個体 (nonElite)を選択する．

• Step�：移住
各島のMating Poolの nonElite個体を，他の島の
Mating Poolに移住する．

• Step�：子個体生成

各島の Mating Poolにて，交叉，および突然変異
を複数回行うことにより子個体を生成する．

• Step�：生存選択
生成された子個体と 2個の親個体の中から，エリー
ト個体とエリート個体を除いたランクに基づくルー

レット選択により選ばれた 1個体を，そのMating
Poolを所有する島の複製選択された個体に上書き
する．

また，移住を行わないときは，従来の MGG?) によ

り世代交代を行う．

Fig. 1 分散 GAに特化したMGG

2.3 数値実験

本モデルを，連続関数最適化問題に有効と報告されて

いるUNDX+MGGモデル ?) と比較実験を行う．なお，

検討モデルにおいて，子個体生成には，各島でのMGG
はUNDXを適用し，移住の際，Mating Poolで行われる
MGGでは一様交叉および突然変異を用いた．主なパラ
メータは総個体数 500，島数は 10であり，対象問題は最
適解を移動したRastrigin 1関数，および Griewank 100
関数である．Table ??に，20試行中の最適解到達回数
（#OPT）と最適解到達試行における評価計算回数平均
(AVE)を示す．

Table 1 results
function 検討モデル UNDX+MGG

20dims #OPT AVE #OPT AVE

Rastrigin 1 20 550,700 1 4,406,100

Griewank 100 20 388,700 20 2,002,900

Table ??より，検討モデルは非常に良好な解探索性能
を有していることが確認できる．

3 今後の予定

対象関数にロバストな計算モデルの実現を目標に，本

モデルの詳細な調査，および数値実験を行う．
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